
赤阪正純 (httpンクinupri web fc2.com)               3項 間の漸化式 (1)

3項間の漸化式の解法を学ぶ サンコ‐カン,そイ77

これまでの漸化式は,αη+1を α
"の
式で表すというら と%.1の 2項間の関係式でしたが,今回の 3項

間漸化式とは,απとαη.1と α″+2の関係式で,一般的にαη+2+pの+1+9αη=0と いう形で表されます.
このTypeの 漸化式もノーヒントで出題されることはほとんどありませんが,誘導を見てあれこれと考える
よりは,仕組みを理解して,や りかたを憶えてしまった方が良いでしょう 17‐ い
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3項間漸化式αη+2+pαπ+1+g%=0が ,次のような理想的な形に変形できた
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清ご∫ムθ
珍注 「3項間漸化式απ.2+pa/1+1+9%=0が ,次のような理想的な形に変形できた と仮定する 」とい
う部分に引っかかるかもしれません しかし,これと似たような状況は過去にも登場しています それは,2
項間漸化式%.1=pα 2+9の解法です あのとき「2項問漸化式の+1=p%+9が αη+1~α =p(αη一α)
という理想的な形に変形できたと仮定すると,係数比較すればα=pα +,とぃう関係式が登場し,この関
係式がαη+1=p%+gで αη+1と απをαとおきかえた式に偶然たまたま一致してしまっている 」とい
うのが解法の流れでした
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1=p%+9 ⇔  απ+1~α =p(%― α)⇔  %+1=′απ+α 一pα

係数比較して,9=α ― pα   ∴ α=pα tt g

3項間漸化式の解法もこれと同じような手法をとります このことをしっかり頭にいれておこう

%+2~ααπ+1=β (αη.1-αし) απ+2~βαη+1=α (απ+1-βαη)
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しかしながら,次のような疑間もわきます
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法ではαとβを用いてαπを求めていますが,そのαとβは, どうやって求めるんですか.   |

そうですね もっともな質問です
関係式
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を整理すると,共に,           あぅ.
απ+2~(α tt β)αη+1+αβαπ=0  月げ式R T27こ よ

となるので,απ+2+pαπ+1+9απ=0と係数を比較すると,

p=― (α +β),c=αβ

よって,α tt β=一 p,αβ=gだから,解と係数の関係より,α,β は2次方程式

ι2+p′ +9=o ←一ca式■詩,↑ぼ_〆.β がψサリヂグよo
の2つの解になります この2次方程式は漸化式αη+2+p%+1+9αη=0において,

録 2 ~ ι2,   αη.1 ~ `,   αれ - 1

と置き換えた式に偶然たまたま一致 しています

Pointく (α ,β の求め方
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α″+1→ ′, α2-1 と置き換えた式漸化式αη+2+pa7t+1+9αη=

`2+p′
+9=0を 解けば,α ,

珍注 この
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2次方程式のことを特性方程式といいます 特性方程式の計算は答案の表には出さずに,

裏でコソッとやりましょう

□
帖ず異なる2つの実数解をもつんですか 重解(α =β )の場合や,虚数解の場合はどうなるんですか

睡菱∃ そうですね これももっともな質問です 確かに,重解の場合は 1通 りにしか式変形できません
が,そ のまま計算を進めると,以前に登場した 2項間漸化式に帰着されるので問題ありません.ま た虚数解
の場合は高校段階では登場しませんが,も し虚数解をになったとしても気にせずそのままやってください

大丈夫です
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よって,3項間漸化式α″+2+pαη.1+9αη=0は,特性方程式′2+p`+9=oの 解の様子によって次
の2つのTypeに 分類されます.
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それでは具体例を通して考えていくことにしよう
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+9=0を解けばαとβを求められることはわかりましたが,この2次方程式は必
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